
国相互作用あり→系全体に着目することを意識する
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11） （はじめ）=（直前）のエネ保
mgh=Emit
i . ひこ T I E

（2
（直前）→値i係数の式e=|※う彧より

e=E⇒ぴ=eひ⇒びe.sn
（直後）=（最後）のエネルギー保存より

Imで二mgh'
⇒ Eme rg i n gh '
⇒ Eme？2gh=mgh'
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国 続き

， が 最後っ！：籤邏
衝突熱でエネルギーロス 束縛条件で

V"=で

（3 水平の運動量保存より
（はじめ）=（直

O = m ひ ー M V ⇒ mひ=MV・・・10
系全体のエネルギー保存より
（はじめ）=（直
mgh =Emで+IMV2...@

① .②を連立して

び 爾 が
- _ - 、 ， にTite，、

* 計算過程
mgに inで+がぼげ じ に 脚

⇒ mghで（int-）で
Hgh=f(Times）で
ぴ=！"'_gh .'.ひー-fltei



国続き
（4 水平の運動量保存より

（直前）=（直のひーMに_man ､ Mr. これで解くと大変
なので 他のところで保存則を

たてる.
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（はじめ）=（直 （はじめ）=（直
o - _ - m a ' tMV ' § 0 =mひーMV

⇒ v ' = Tでい③ ⇒v=Tひい

反発係数の式より

e=fifes
⇒ e（ひ+V） = ひ ' t V ' . . . ④

④ に30を代入して

e(attひ）=び+Tで
⇒ eひ（IT）=で
⇒ で い

- _ - （び=eTFTTI）
同様にひびを消すように計算して

v e r s e （に

!

I
この形を要求される
こともある.計算
練習は必要！！



国 続 き
（5 エネルギーは"衝突でのロスがあるので

（直後）→（最後）でたてるしかな
Imが+IMV'2=Emv"2+IMV"+mgh'

い 、 ⑤
水平の運動量保存より
1はじ =（最

O = m V ' ' tMV" ⇒ ド = 0
- _ - 、 ，

⑤ に代入して

I'mで+IMV'2=mgh'
（4のでもひ、 V'=EVを代入して

Im(en）2+GMにいたmgh'
⇒ で（int+IM =mgh'

1は

%

=1直一のエネ保存より

mgh=Emit i nい
なので、代入して

et.mgにmgh'
： .に e t a



国続き
（6 ・運動量はキュリの議論は苦手
のエネルギーは、鉛直方向の距離や、ばねの長さに関しては
得意だが、曲面のだりや水平距離は苦手

という感じなので、（6）のような水平距離はどちらでも
考えづらいのだ。

そこで、「重心の速度oを用いると、出せることがある.

/重心の
1時aimed
重心の速度
を =一二十！が爕+ ※ 一

運動量の和が保存するなら
ひG=（一 といえるのだ

今回、はじめの運動量の和が0なので
UG=0

であり、重心の位置は変わらないといえるのである。
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重心は質量の逆比で内分した点となる

この国型。×+a⇒ne=1-△Xい60
が。x:a=@：
⇒ mo）（=Max . . .
⑥ を⑦に代入して

m ( l - 0X） =Ma x
⇒ m e _ m o x = Mo x

.'.ox=熱いこの川→

❤

ならほぼうごかない
といえる.


